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　那珂市となり、初の市議会議員一般選挙が実施さ
れ、24名の議員が選出されました。
　新しい市議会議員の、それぞれの抱負・信条・政
策・活動など、市政に対する様々な想いをお伝えし
ます。
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こ
れ
か
ら
10
年
先
を
見
据
え

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
は
っ
き

り
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
多
様
な

考
え
方
と
要
望
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

那
珂
市
の
こ
れ
か
ら
先
の
道
の

り
は
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
度
経
済
成
長
が

終
焉
を
む
か
え
、
国
と
地
方
の

債
務
残
高
は
未
曾
有
の
ま
ま
で

こ
れ
か
ら
先
の
21
世
紀
は
、
本

格
的
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
社
会
が
進
む
な
ど
多
難
な
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
的
確
に

捉
え
住
民
の
多
様
な
生
き
方
や

価
値
観
を
く
み
取
っ
た
住
民
本

位
の
取
組
み
が
政
治
の
大
き
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
市
の
あ
る
べ
き
将
来
像

を
求
め
、
地
域
農
商
工
業
の
振

興
、
地
球
環
境
保
全
を
背
景
に

生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
、
医

療
介
護
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

亘
り
活
性
化
を
は
か
り
、
子
供

さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
き
が

い
の
あ
る
暮
ら
し
よ
い
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
那
珂
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
第
一
次
那
珂
市

総
合
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

新
た
な
那
珂
市
づ
く
り
の
た
め

大
変
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　

市
の
行
財
政
運
営
は
三
位
一

体
の
改
革
な
ど
に
よ
り
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

生
活
基
盤
の
道
路
や
下
水
道
、

福
祉
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど

様
々
な
諸
問
題
に
対
し
、
積
極

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
行
政
に
対
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お

り
、
今
ま
さ
に
、
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
に
対
す
る
変
化
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
那

珂
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
の

た
め
、
各
種
施
策
に
対
し
て
慎

重
に
議
論
・
審
議
を
重
ね
、チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

執
行
部
に
対
し
提
言
を
行
う
と

と
も
に
住
民
主
体
を
念
頭
に
、

安
心
安
全
で
活
力
の
あ
る
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
全

力
を
つ
く
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
那
珂
市
「
夢
と
希
望
」
の
も
て
る

ま
ち
づ
く
り
、ス
タ
ー
ト

那
珂
市
議
会
副
議
長

雨
あめかわ

川　和
かずゆき

幸
堤93

298-6372

新
た
な
那
珂
市
づ
く
り
の
た
め
、

　

議
会
は
、審
議
・
議
論
・
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
し
ま
す

那
珂
市
議
会
議
長

加
かとう

藤　直
なおゆき

行
菅谷4298
298-2437

新
し
い
那
珂
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　

24
名
の
那
珂
市
へ
の
想
い
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　市議会議員、それぞれの想い

　

今
後
４
年
間
、
与
え
ら
れ
ま
し
た
職
責
と
、
公
約

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
３
点
、『
土
曜
日
・
日
曜
日
の

開
庁
』
、『
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム（
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
）の
実
現
』
、『
行
政
事
務
の
事
業
仕
分
け
に

よ
る
行
政
改
革
の
実
施
』に
全
力
投
球
致
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
御
用
聞
き
に
徹
し
、
御
意
見
・
御

要
望
を
必
ず
行
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

公
約
実
現
に
全
力
投
球
致
し
ま
す
！

皆
様
の
御
用
聞
き
に
徹
し
ま
す
！

　海
うみの

野　徹
とおる

　
北酒出139
295-1721

　
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
が
私
の
信
条
で
す
。

よ
り
多
く
の
市
民
が
よ
り
良
い
環
境
で
よ
り
長
い
間

生
活
出
来
る
よ
う
に
市
民
の
た
め
の
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て　

○
福
祉
の
充
実　

○
生
活
道
路

の
整
備
と
下
水
道
設
備
の
充
実　

○
い
じ
め
等
の
無

い
教
育
環
境
の
形
成　

○
生
活
格
差
の
是
正
に
夢
と

ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
誠
心
誠
意
行
動
致
し
ま
す
。

又
、
税
金
の
無
駄
遣
い
が
無
い
よ
う
に
、
食
糧
自
給

率
が
上
が
る
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
。

「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
に
向
け
て

誠
心
誠
意
行
動
し
ま
す

髙
たかはた

畑　道
みち え

英
鴻巣1392
295-6048

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
「
心
の
ふ
れ
あ
う
那
珂
市
づ

く
り
」
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
よ

り
推
進
し
、
元
気
で
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
直
結
し
た
市
道
の
整
備
や
下

水
道
の
普
及
・
早
期
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
青
少

年
の
健
全
育
成
と
教
育
の
充
実
を
は
か
り
、
子
供
達

が
「
や
さ
し
い
心
」「
思
い
や
る
心
」「
気
づ
か
う
心
」

を
充
分
育
め
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

「
未
来
に
夢
と
希
望
を
」

心
の
ふ
れ
あ
う
那
珂
市
を
！

萩
はぎや

谷　俊
としゆき

行
額田北郷494
298-1014

　

補
助
金
等
を
有
効
活
用
し
、
地
産
地
消
、
都
市
化

と
近
郊
農
業
の
調
和
を
図
り
、
自
給
率
の
ア
ッ
プ
、

農
家
所
得
の
向
上
に
、
安
心
し
て
子
供
を
生
め
る
環

境
、
子
育
て
支
援
、
い
じ
め
等
児
童
生
徒
を
取
り
巻

く
教
育
環
境
の
整
備
、高
齢
者
、弱
者
の
介
護
、福
祉

問
題
の
充
実
、
住
民
皆
様
の
健
康
づ
く
り
に
、
生
活

道
路
、
下
水
道
の
早
期
完
成
、
芸
術
文
化
施
設
の
充

実
等
格
差
の
な
い
明
日
へ
の
希
望
の
見
え
る
活
力
あ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る

豊
か
な
街
づ
く
り
の
た
め
に

　中
なかにわ

庭　正
しょういち

一　
横堀670
295-3357

　那珂市議会は、今回の選挙より、議員定数を削減し、24名
の議員で議会を構成します。合併前の、那珂町26名、瓜連町
12名の合計38名の議員が、24名となりました。
　新しい議員の任期は、平成20年３月10日より平成24年３月
９日までの４年間となります。
　それぞれの議員の抱負・信念・政策・活動などを、お伝えし
ます。（議席番号順）

那珂市議会議員が新しく選出されました
　　議員それぞれの抱負や想いなどをお伝えいたします
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市議会議員、それぞれの想い　

　

市
制
施
行
後
３
年
が
経
過
し
た
今
、
本
市
の
将
来

が
夢
と
希
望
の
持
て
る
自
治
体
に
す
る
に
は
、
財
政

の
健
全
化
を
早
期
に
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
市
民
と
協
働
の
街
づ
く
り
が
最
重
要
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
事
を
念
頭
に
お
き
格
差
是
正
の
解
消
、

生
活
道
路
の
整
備
促
進
、
下
水
道
の
整
備
促
進
、
教

育
環
境
の
向
上
等
を
進
め
全
て
の
市
民
が
希
望
と
生

き
が
い
を
持
っ
て
住
め
る
街
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

健
全
財
政
を
目
ざ
す
行
政
運
営
重
視
の
観
点

か
ら
市
民
と
協
働
の
街
づ
く
り
を

助
すけがわ

川　則
のり お

夫
戸3044-1
297-0818

　

市
民
の
皆
様
が
元
気
で
豊
か
に
、
快
適
な
暮
ら
し

が
送
れ
る
よ
う
、
私
は
、
小
さ
な
声
を
大
き
く
実
現

を
目
指
し
て
、地
域
活
動
、議
会
活
動
、市
民
相
談
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、「
安
全
、
安
心
で
活
力
に

満
ち
た
豊
か
な
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
全
力
投
球

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

常
に
「
生
活
者
の
目
線
」
で
、

「
一
人
の
声
」
を
大
切
に　
　

小
おぬま

沼　博
ひろやす

恭
福田1793-4
295-3324

　

那
珂
市
の
過
去
に
負
っ
た
借
金
の
返
済
で
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
税
収
の

確
保
の
難
し
さ
に
加
え
、
国
家
財
政
の
交
付
金
及
び

補
助
金
も
先
行
き
厳
し
く
な
り
ま
す
。
歳
入
に
つ
い

て
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
市
税
、
使
用
料
等
の
収

納
状
況
の
改
善
を
図
り
、
歳
出
に
つ
い
て
は
行
政
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
、
合
併
特
例
措
置
が
あ

る
う
ち
に
、「
足
腰
の
強
い
自
治
体
」
に
変
わ
る
よ

う
財
政
の
健
全
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

那
珂
市
の
財
政
健
全
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
！

　笹
ささじま

島　猛
たけし

　
菅谷2653-2
298-2232

　

那
珂
市
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、

障
害
者
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
せ
る
環
境
づ
く
り
。
青
少
年
の
健
全
な
心
と
体

を
育
む
生
涯
学
習
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
地
域
間
の
格
差
を
無
く
し
、
こ
の
街
に
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
街
づ
く
り
の
た
め

に
、こ
の
目
で
見
、耳
で
聞
き
、体
で
感
じ
た
皆
様
の

お
声
を
行
政
へ
。
こ
の
原
点
を
胸
に
、
迅
速
か
つ
確

実
に
那
珂
市
の
た
め
に
働
き
ま
す
。

初
心
を
忘
れ
ず
、市
の
即
戦
力
と
し
て

　
　

活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

君
きみじま

嶋　寿
とし お

男
下大賀979
296-0642

　

選
ば
れ
た
議
員
の
責
任
は
当
然
重
い
。
市
民
の
負

託
に
応
え
る
た
め
誠
心
誠
意
の
努
力
は
当
然
の
こ
と

と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
選
ん
だ
市
民
の
責
任
の
重
さ
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
決
し
て
軽
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
お

互
い
が
そ
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
て
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
民
意
を
高
め
て
い
く
と
信

じ
て
い
ま
す
。

選
び
、選
ば
れ
た
責
任
の
重
さ 　先

まっさき

﨑　光
ひかる

　
静1204
296-1865

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
那
珂
市
第
一
次
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
活
力
が

あ
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
や
県
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
、
市
民
生
活
の
現

状
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
少
子
高
齢
社
会
に
も
対
応

し
た
教
育
や
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
産
業
の

振
興
、
生
活
基
盤
の
整
備
に
む
け
て
、
具
体
的
な
提

言
を
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
の
現
状
を
と
ら
え
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

蝦
えびな

名　純
すみこ

子
平野1800-385
296-3162
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　市議会議員、それぞれの想い

　

私
は
、
常
に
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
事
に
、

行
政
に
反
映
さ
せ
る
事
が
使
命
と
思
い
、
今
後
も
那

珂
市
の
発
展
に
努
力
し
て
参
り
、
合
併
し
て
良
か
っ

た
格
差
の
な
い
街
づ
く
り
に
、
提
案
提
言
し
て
参
り

ま
す
。
特
に
生
活
環
境
を
優
先
し
、
教
育
、
福
祉
の

充
実
、
商
工
業
の
活
性
化
は
那
珂
市
に
と
っ
て
も
大

き
な
課
題
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
那
珂
市
の
発
展
の

た
め
に
も
人
口
増
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
、

皆
さ
ま
の
声
が
行
政
で
す

須
すどう

藤　博
はく

津田2647-2
298-5571

　

今
、
那
珂
市
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
及
び
経
済
や

地
域
間
の
格
差
な
ど
に
よ
り
、
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
が
著
し
く
悪
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
那
珂
市
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、
い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
と
思
う
市
に
す
る

た
め
に
、市
民
の
皆
様
と
議
会
と
行
政
が
協
働
し
て
、

「
市
民
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
中
心
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す

内
うちやま

山　さ
さ き こ

き子
後台1256-2
298-0721

　

本
市
の
基
盤
整
備
を
目
指
し
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

役
と
し
て
、
生
活
道
路
、
下
水
道
等
々
の
整
備
拡
充

を
は
じ
め
福
祉
医
療
の
支
援
策
等
へ
も
傾
注
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
か
で
も
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

策
及
び
支
援
策
は
急
務
で
あ
る
「
地
産
地
消
」
、「
食

の
安
全
」
確
保
上
か
ら
も
、
兼
業
農
家
を
含
め
た
市

独
自
の
農
業
支
援
策
を
生
産
農
家
と
も
ど
も
知
恵
を

出
し
合
い
実
現
化
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

次
世
代
の
人
々
が
誇
れ
る

「
ふ
る
さ
と
」
実
現
化
へ
向
け
て　

福
ふくだ

田　耕
こうしろう

四郎
福田359-3
295-1616

　

新
市
が
誕
生
し
早
い
も
の
で
３
年
が
過
ぎ
、
今
ま

さ
に
、
共
同
体
が
自
分
達
の
確
か
な
夢
に
向
か
っ
て

動
き
は
じ
め
た
所
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
生
活
基
盤

の
整
備
、
農
商
工
業
の
問
題
等
、
課
題
が
山
積
み
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
大
切
な
声
を
謙
虚
に
受
け

と
め
て
、
市
政
に
必
ず
や
反
映
さ
れ
ま
す
様
に
常
に

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

と
の
触
れ
合
い
を
第
一
と
考
え
て
、
一
生
懸
命
努
力

を
し
て
行
く
覚
悟
で
す
。

那
珂
市
全
域
を
、常
に
見
据
え
た
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
！

石
いしかわ

川　憲
のり お

男
菅谷3137
298-2378

　

本
年
度
は
那
珂
市
の
第
一
次
総
合
計
画
が
提
示
さ

れ
実
践
に
入
る
初
年
度
と
な
る
大
事
な
時
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
地
方
分
権
が
実

感
で
き
る
那
珂
台
地
の
一
体
化
推
進
を
模
索
、
検
討

も
必
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
面
は
当
市
の

財
政
の
充
実
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
安
全
安
心
な

生
活
環
境
を
達
成
し
て
い
く
事
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

道
路
問
題
、
遊
休
農
地
の
活
用
化
を
活
か
し
た
地
産

地
消
を
考
え
に
入
れ
た
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
と

愛
せ
る
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　間
まみや

宮　一
はじめ

　
飯田2837
298-6680

　

私
は
、
那
珂
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
次

の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。「
若
い
世
代
の

た
め
に
、
子
育
て
政
策
の
改
善
」
を
、「
子
供
達
の

た
め
に
、
個
性
を
伸
ば
す
教
育
体
制
の
充
実
」
を
、

「
障
害
を
持
つ
方
や
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
社
会
的

に
弱
い
立
場
の
方
々
の
福
祉
向
上
」
を
目
指
し
、「
住

民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
行
財

政
改
革
と
協
働
体
制
を
推
進
」
し
ま
す
。

41
歳
の
「
若
さ
と
行
動
力
」
で

那
珂
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
尽
力
し
ま
す
！

　遠
えんどう

藤　実
まこと

　
菅谷1941-226
295-7825
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市議会議員、それぞれの想い　

　

那
珂
市
は
、
豊
か
な
大
地
と
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
ま
ち
で
す
。
こ
の
自
然
を
損
な
わ
ず
後
世
に

残
す
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

環
境
を
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
住
む
住
民

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
、安
全
で
、安
心
し
て
、快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
は
、
こ
の
点
を
最
優
先
に
考
え
、
市

民
と
の
協
働
で
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
民
と
共
に
、安
全
、安
心
、

更
に
快
適
に
暮
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

會
あいざわ

澤　貞
さだ み

美
鴻巣1436
298-0108

　

合
併
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
那
珂
市
を
展
望
し
ま
す
と
、
今

後
の
４
年
間
は
本
市
の
行
政
基
盤
を
し
っ
か
り
と
形

作
っ
て
行
く
上
で
非
常
に
大
切
な
期
間
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
、
地
域
格
差
の
な
い
、
安
全
で
安
心
な

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の
視

点
に
た
っ
て
議
会
活
動
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

地
域
格
差
の
な
い
安
心
安
全
な
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す

　木
きうち

内　良
りょうへい

平　
中里138
296-1181

　

合
併
後
の
重
要
な
時
期
に
あ
た
り
、
決
意
新
た
に

諸
問
題
に
私
利
私
欲
を
捨
て
積
極
的
に
提
言
、
提

案
、
行
動
し
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た

し
て
参
り
ま
す
。

　

勿
論
、
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
と
重
要
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
事
業
推
進
に
微
力
を
尽
く
し
、
安

心
、安
全
、健
全
な
地
域
を
構
築
し
、住
民
負
託
に
応

え
て
参
り
ま
す
。

　

次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
す
な
！

元
気
那
珂
市
を
創
造
し
、

住
民
視
点
で
物
申
す
！　
　

中
なかむら

村　健
けん

中台442
298-4354

　

那
珂
市
が
誕
生
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
間
、地
域
間
格
差
も
顕
在
化
し
て
お
り
、ま
た
、少

子
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
に
加
え
先
行
が
不
透
明
な

時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
合
併
後
、
第
一
次
那
珂

市
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
、行
財
政
の
改
革
、生
活
環
境
の
整
備
、高
齢
者

の
福
祉
と
介
護
の
充
実
、
農
業
政
策
の
確
立
、
教
育

文
化
の
振
興
、
産
業
の
振
興
、
そ
の
他
等
を
積
極
的

に
推
進
し
市
民
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

住
み
よ
い
那
珂
市
を
造
る
た
め
に

提
案
、提
言
を
し
、行
動
す
る

　海
うみの

野　進
すすむ

　
後台2917
298-6448

　

私
は
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の

た
め
に
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
４
年
間
、
市
議
会
議
員
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
今
持
っ
て
い
る
切
実
な
要

求
に
少
し
で
も
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力

を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
す
。
そ
の
た
め
み
な
さ
ん
か

ら
知
恵
と
力
を
い
た
だ
き
、
那
珂
市
が
本
当
に
住
み

よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
は
万
人
の
た
め
に
、

万
人
は
一
人
の
た
め
に　
　

木
きむら

村　静
しずえ

枝
菅谷4494-1
298-2064

　

現
下
の
社
会
情
勢
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に
対
応

し
た
政
治
、
経
済
、
環
境
等
激
し
く
揺
れ
動
く
時
代

に
な
り
本
市
を
取
り
巻
く
行
政
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
一
方
、
多
く
の
行
政
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
私
は
、「
今
日
か
ら
未
来
へ
」
を
基

本
理
念
の
も
と
生
活
環
境
の
整
備
、
福
祉
の
充
実
、

農
・
商
・
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
一
般
質
問
等
々
で

課
題
を
指
摘
し
な
が
ら
提
案
も
行
い
、
市
勢
の
発
展

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
日
か
ら
未あ

す来
へ
…
…

住
民
参
加
・
住
民
主
体
の「
ま
ち
づ
く
り
」を

石
いしかわ

川　利
としあき

秋
菅谷4115-1
298-2002
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議席
番号

氏　　名
◎議長、○副議長

住　所
（那珂市は略）

電話番号 党派別
◎委員長　○副委員長長

常任委員会 議運･広報 特別委員会

１ 　中
なかにわ

庭　正
しょういち

一　 横堀670 295-3357 無所属 　産業生活 広報 原子力

２ 萩
はぎや

谷　俊
としゆき

行 額田北郷494 298-1014 無所属 　教育厚生 広報 原子力

３ 髙
たかはた

畑　道
みち え

英 鴻巣1392 295-6048 無所属 ○教育厚生 議運 原子力

４ ◎加
かとう

藤　直
なおゆき

行　 菅谷4298 298-2437 無所属 　教育厚生

５ 　海
うみの

野　　徹
とおる

　 北酒出139 295-1721 無所属 ◎産業生活 議運 原子力

６ 蝦
えびな

名　純
すみこ

子 平野1800-385 296-3162 無所属 ○建設　　 ○広報　 原子力

７ 　先
まっさき

﨑　　光
ひかる

　 静1204 296-1865 無所属 ○総務　　 原子力

８ 君
きみじま

嶋　寿
とし お

男 下大賀979 296-0642 無所属 ◎教育厚生 議運 原子力

９ 　笹
ささじま

島　　猛
たけし

　 菅谷2653-2 298-2232 無所属 建設　 ◎議運　 原子力

10 小
おぬ ま

沼　博
ひろやす

恭 福田1793-4 295-3324 公明党 総務　 原子力

11 助
すけがわ

川　則
のり お

夫 戸3044-1 297-0818 無所属 総務　 ○議運　 原子力

12 　遠
えんどう

藤　　実
まこと

　 菅谷1941-226 295-7825 無所属 ◎建設　　 議運 原子力

13 　間
まみ や

宮　　一
はじめ

　 飯田2837 298-6680 無所属 ◎総務　　 議運 原子力

14 ○雨
あめかわ

川　和
かずゆき

幸　 堤93 298-6372 無所属 建設　 原子力

15 石
いしかわ

川　憲
のり お

男 菅谷3137 298-2378 無所属 建設　 原子力

16 福
ふく だ

田耕
こうしろう

四郎 福田359-3 295-1616 無所属 　教育厚生 原子力

17 内
うちやま

山さ
さ き こ

き子 後台1256-2 298-0721 無所属 総務　 原子力

18 須
すど う

藤　　博
はく

津田2647-2 298-5571 無所属 建設　 原子力

19 石
いしかわ

川　利
としあき

秋 菅谷4115-1 298-2002 無所属 ○産業生活 議運 原子力

20 木
きむ ら

村　静
しず え

枝 菅谷4494-1 298-2064 日本共産党 総務　 ◎広報　 原子力

21 　海
うみ の

野　　進
すすむ

　 後台2917 298-6448 無所属 　産業生活 原子力

22 中
なかむら

村　　健
けん

中台442 298-4354 無所属 　教育厚生 原子力

23 　木
きう ち

内　良
りょうへい

平　 中里138 296-1181 無所属 　産業生活 原子力

24 會
あいざわ

澤　貞
さだ み

美 鴻巣1436 298-0108 無所属 　産業生活 原子力

　経済常任委員会の名称は、４月１日より那珂市の行政組織の一部変更に併せて、委員会条例を改正
し、経済常任委員会が産業生活常任委員会に変更になりました。委員はそのまま継続となります。

（平成２０年４月１日現在）

　　　　議員任期（平成２０年３月１０日～平成２４年３月９日）
※略称　議運⇒議会運営委員会　　広報⇒議会広報編集委員会
　　　　原子力⇒原子力安全対策特別委員会

那珂市議会議員名簿

Naka City
テキストボックス

Naka City
テキストボックス
◎

Naka City
テキストボックス
○
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◆◆◆◆◆◆◆ ◆ 市議会の役割と組織 市議会の役割と組織 ◆◆◆◆◆◆◆◆

編
集
後
記

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
の

委
員
４
名
が
以
下
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

わ
か
り
や
す
い
、
親
し
ま

れ
る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
、

編
集
に
努
力
致
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

木
村　

静
枝

　

副
委
員
長　

蝦
名　

純
子

　

委　
　

員　

中
庭　

正
一

　

委　
　

員　

萩
谷　

俊
行

大豆油インキを使用しています。
印刷/有限会社  エヌプラン・サービス

議会のホームページを開設してます

掲載内容は、◎議会概要　　　◎一般質問通告書
　　　　　　◎議員名簿　　　◎請願・陳情について
　　　　　　◎議決結果　　　◎開会予定案内
　　　　　　◎議会会議録　　◎正副議長紹介など

議会は市の重要案件の議決と、行政の監視などをします

　議会が議決しなければならない事件は、地方自治法を
はじめ、関係法令に明記されています。
　議決事件の主なものは、以下のものです。
・条例の制定や改廃。
・予算を定めること。
・決算の認定。
・地方税の賦課徴収又は分担金、使用料、加入金若しく
は手数料の徴収に関すること。

・条例で定める基準を超える契約の締結など。

重要案件の議決
　議会は、議決により、市の行政事務などについての検
査や調査などを行うことができます。
○検査権
　　市の事務に関する書類及び計算書を検閲すること
や関係する行政委員会などに報告を請求して市の事
務管理、議決の執行や出納を検査することなど

○調査権（100条調査）
　　市の事務に関して調査を行うことができる権限

行政機関の監視

議会は、本会議を中心に、常任委員会・
議会運営委員会などから構成されています

　議員全員により、議場で開催する会議で、本会議とも
よばれます。この会議で議決されたことが、最終的な議
会の意思決定となります。

議会（本会議）
○議会運営委員会（8名）
　会期日程の調整など、議会運営全般や議長の諮問など
を所管します。常設の委員会です。

議会運営委員会

　常任委員会は、議会の下審査機関として、議案や陳情
等を合理的かつ能率的に審査するにあたり、行政の複雑
化や専門性に対応するために、常設されている委員会で
す。那珂市議会では、市の組織の部単位で所管を区分し、
４常任委員会を設置しています。
○総務常任委員会（６名）
　市長公室、総務部、消防本部などを所管
○産業生活常任委員会（６名）
　市民生活部、産業部などを所管
○建設常任委員会（６名）
　建設部、上下水道部などを所管
○教育厚生常任委員会（６名）
　保健福祉部、教育委員会などを所管
※４月１日より、常任委員会の所管事項を変更しまし
た。これにより経済常任委員会は、産業生活常任委員
会となりました。

常任委員会
　特別委員会は、特定の事件の調査などのために設置さ
れるものです。調査完了後に廃止となります。
　現在、那珂市議会では、１つ設置してあります。
○原子力安全対策特別委員会（23名）
　市内にある原子力関連施設の安全体制の監視などを
目的として設置してあります。

特別委員会

○全員協議会（全議員）
　議員全員で開催する会議です。議会の議決事項以外
の事件など様々な案件について、協議や検討をする会議
です。
○議会広報編集委員会（4名）
　議会で発行している、「那珂市議会だより」の編集・
発行などを行います。

その他の会議

那珂市のホームページより閲覧できます
http://www.city.naka.ibaraki.jp/




